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　市内企業をはじめ全国各地から、飲料水や食料、衣類、

　　　　生活必需品などの救援物資が次々と届けられました。

　多くの市民の皆さんからも毛布やタオルなど、避難所への

　　救援物資が各総合支所に届けられました。

　給水車も全国各地から応援に駆けつけ、市内外の給水活動

　　を行いました。

　県外からの資材や人材支援を受け、横山住宅団地に急ピッ

　　チで工事が進む仮設住宅

　津波で被災した南三陸町の人へ、旧嵯峨立小学校を集団避

　　難所として提供。
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　３月１１日の地震発生から１カ月以上が過ぎ、登米市内では除々にではありますが、日常生活を取り戻

しつつあります。しかし、津波で壊滅的な被害を受けた南三陸町や石巻市などの沿岸部では、地震被害

に加え津波による被害が甚大のため、ライフラインの復旧が非常に難航しています。その結果、いまだ

多くの住民が避難所での生活を余儀なくされています。

　市では、こうした沿岸部の自治体を応援するため、避難者の受け入れをはじめ、災害物資の融通や避

難所で暮らす人へ仮設住宅用地の提供、集団避難先の提供など、下記の支援対策を行っています。

　また、被災者のため市内各公共施設から畳などの物品を避難所へ集約しているため、市民の皆様には

施設の利用に際してご不便をお掛けしますがご理解をお願いいたします。

　市内でもいまだ震災のつめ痕が残る状況ではありますが、こうした取り組みに対して、今後とも市民

の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

【問い合わせ】　災害被災者等支援対策室　緯０２２０（２２）２１５７

沿岸近隣自治体への支援
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●　　　　　　　　　　避難所のいま　　　　　　　　　　●

沿岸部の被災地支援を行っています

餐沿岸部の被災地支援斬

支援内容支援項目

登米中学校体育、豊里多目的研修センター、津山若者総合体育館を

避難所としての被災者の受け入れ
避難所への受け入れ

仮設住宅用地として津山横山住宅団地の一部を提供仮設住宅用地の提供

旧鱒淵小学校および旧嵯峨立小学校を集団避難施設として提供集団避難施設の提供

旧善王寺小学校を戸倉地区の小・中学校生の教育施設として提供応急教育対応

気仙沼市・石巻市・東松島市・女川町へ、食料品や生活必需品など

の物資を提供
支援物資などの提供

広域緊急援助隊（警察）へ東和定住促進住宅、中田Ｂ＆Ｇ海洋セン

ター、登米総合体育館を前線基地として提供。

緊急・国際消防援助隊（消防）両隊に中田総合体育館、津山もくも

くランド、南方運動公園を前線基地および野営場として提供。

自衛隊へ長沼フートピア公園を活動拠点として提供

被災地への後方支援活動

南三陸町および石巻市へ給水応援給水車による給水支援


